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５
月
か
ら
、
外
科
へ
黒
河
内
医
師
の
後
任
と
し
て
、
太
白

健
一
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。
前
任
医
師
同
様
に
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
外
科
の
病
気
で
お
困
り
の
方
は
お
気

軽
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５月から外科に太白医師が赴任！
●
太
白
先
生
か
ら
の
ひ
と
言

太白　健一　先生

　
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
全
力
で
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
19
年
島
根
大
卒
業
、
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
初

期
研
修
、
平
成
21
年
同
院
消
化
器
・
一
般
外
科
入
局
、
平
成

22
年
５
月
よ
り
依
田
窪
病
院
勤
務
。

　
平
成
20
年
４
月
に
依
田
窪
病
院
に

来
て
以
来
早
い
も
の
で
２
年
３
ヶ
月

が
経
ち
ま
し
た
。

　
脊
椎
手
術
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の

手
術
と
外
来
診
察
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
研
修
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
地
域
住
民
の
皆
様
及
び
病

院
職
員
の
皆
様
の
お
か
げ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
回
、
医
局
の
人
事
に
よ
り
７
月

よ
り
相
澤
病
院
へ
異
動
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
環
境
で

す
が
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
も
体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご

し
下
さ
い
。

昭和５７年１月８日生　２８歳
出身：静岡県
趣味：旅行、温泉巡り。
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担当科：外科
おおしろ　　けんいち

整形外科　依田先生退職のご挨拶

●募集人員は20名！
　平成23年4月採用予定、新卒看護師を20名
募集中です。

●再就職支援も充実！
　子育てなどで看護師の業務にブランクがあ
り不安がある方、看護師の免許はあるけど臨
床経験が無い方など、依田窪病院看護部では
再就職を支援する教育プログラムを設け、安
心して復職できるように支援しています。

●多用な勤務時間体系にも配慮！
　看護師のワークライフバランスを支える多
様な勤務形態や職場配置なども考慮し、「夜
勤は出来ないけど一日に数時間でも勤務した
い」というパート看護師も募集しています。

●中途採用の方の研修充実
　年度途中で入職される方対象の研修プログ
ラムを充実させました。安心して勤務してい
ただけるよう多方面から支援いたします。
問合先
総務：武重　０２６８（６８）００３６

●
経
歴

看護師募集のお知らせ
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◇諏訪中央病院と医師相互派遣による助け合い

◇医師確保に奔走
◆5月17日　自治医科大学へ
　羽田組合長、三澤院長が自治医科大学を訪問し外科医師派遣に対するお礼と今後の派
遣についてお願いしてきました。
　今年5月から、自治医科大学医局より直接の人事で、外科の太白先生に来ていただい
ています。今、小児科や産婦人科以上に外科医師の不足が危惧されています。自治医科
大学の中でも、やはり専門性を求めたりリスクの高い分野を敬遠する学生が増える傾向
にあり、中小規模の自治体病院への外科医の派遣がなかなか難しくなってきているとの
ことでした。また、このまま行くと「盲腸」の手術でさえ一部の大病院や諸外国へ行か
なければならない状況にもなりかねないなどのお話も聞いてきました。

◆5月24日、県知事に「医師確保に関する要望書」を提出
　羽田組合長、母袋副組合長、三
澤院長が県庁を訪問し村井知事へ
当院の実情をお話ししながら、医
師確保について次のような支援を
お願いしてきました。

・県職員(自治医大卒業医師)の　
　安定した派遣
・県立病院等のマグネットホスピ
　タルからの後期研修医の派遣
・信州大学医局から地域自治体立
　病院への医師派遣に対する強力
　な働きかけ
・県医師確保対策室による医師の
　斡旋・紹介業務の強化継続

　今年度は、従来１人は確保できていた自治医科大学を卒業した医師（９年間の指定病
院勤務義務)の県からの派遣を見送られてしまいました。また、新たな医師臨床研修制
度の施行以来、信州大学医局からの医師派遣が難しくなり、現在当院の常勤医は、全体
での定数充足率が８割に満たず（17／22人）、特に、内科、外科はそれぞれ３名の医師
によりギリギリの診療体制しか取れない状況にあります。患者さんには外来待ち時間の
延長、救急制限、入院制限など大変なご不便をおかけしており、一刻も早く十分な医
師、看護師の確保ができるよう努めてまいります。住民の皆様にもご理解とご協力をお
願いいたします。また、お知り合いに医師や看護師がおられましたら是非ともご紹介く
ださい。

　昨年より諏訪中央病院との間で、医師不足の診療科を補い合うことを目的に医師の相互
派遣を行っております。当院から諏訪中央病院へ毎週月曜日に整形外科医を派遣しており
ますが、６月からは諏訪中央病院から、当面の間２ヶ月交替で内科医を常勤として派遣い
ただくことになりました。木曜日午前、水・金曜日午後の総合診療科と土曜日の内科診療
を担当していただいています。詳しくは、４ページの担当医表をご覧ください。
　地域医療を守るため、「仲間病院の手助けをしたい」という気持ちで来ていただく医師
を地域全体で歓迎したいと思います。

知事室で要望書を提出



病院臨時議会を開催
　３月２８日に上田市議会議員一般選挙が行われましたことから、平成２２年度第１回
の依田窪医療福祉事務組合議会臨時議会が６月１０日（木）に開催されました。
「監査委員の選任につき同意を求めることについて」、名倉俊城氏が監査委員に同意さ
れました。また、羽田組合長・母袋副組合長は継続、依田窪医療福祉事務組合議会議員
は下記のとおりです。

武石地区で「院長と語ろう！」を開催しました
　第３回目の「院長と語ろう」を武石地区（５月２２日）で開催しました。
　第４回目は、大門地区を予定しています。昨今の病院を取り巻く状況は大きく変わっ
てきています。病院の状況を三澤院長からお伝えしたり、皆さんからの病院に対しての
「あれは？」「どうして？」などなど、ひざを突き合わせてお話をし、お互いの理解を
深める場として今後も懇談会を計画いたします。
　この地域に求められる病院の姿、これからの病院はどうあるべきかなど、皆さんと一
緒に依田窪病院を考える場にしたいと思います。懇談会の会場・日時が決定次第、広報
及び有線放送等によりお知らせいたしますので、大勢の皆様にお集まりいただきますよ
う、お願いいたします。

新入職員を対象とした防災訓練を実施
　４月１５日（木）病院及び病院託児所での消火器による
消火訓練並びに避難訓練等が依田窪南部消防署の指導によ
り実施されました。有事の際には皆様のご協力をよろしく
お願いします。
　また、依田窪南部消防署の皆様には、いつもご協力して
いただきありがとうございます。

◆依田窪医療福祉事務組合組合長・副組合長
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消火訓練

依田窪医療福祉事務組合組合長 依田窪医療福祉事務組合副組合長 
母袋 創一（上田市市長） 

羽田 健一郎（長和町町長） 
 西藤 栄二（長和町副町長） 

 
議席
番号 

氏     名 
議席
番号 

氏    名 

１ ◎小川 純夫（長和町） ２ 伊藤 博一（長和町）
（議会代表監査委員） 

３   竹内 英和（長和町） ４ 原田 恵召（長和町） 
５ ○児玉 将男（上田市） ６ 栗原 暁史（長和町） 
７   足立  誠（上田市） ８ 長井 武雄（長和町） 
９   佐藤 清正（上田市）   
◎議長   ○副議長 

◆依田窪医療福祉事務組合議会議員
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